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2. グレート・ブリテン連合王国 (U K) の中のスコットランド
スコットランドと聞いて、ごく普通の日本人が思い浮かべるのはどんなことでしょうか。少
し挙げてみましょう。


















少し年配の方なら、「盤の光J (元は「久しき昔J) 、「思いいずればJ Uスコットランドの釣鐘















が船からオレンジを運ぶのを手伝わせるために息子のメアーを呼んだ科白 IMair， Ma Ladl (メ
ア一、私の息子よ !)J が転じたと説明されていました。
グラスゴウ大学のアダム・スミスの庇護のもとで「蒸気機関」を改良したのは、ジェイムズ・
ワット (JamesWatt, 1736-1819) であったのは有名な話でしょう。治療薬「ペニシリン」の
発明者のアリグザンダ・フレミング (SirAlexander Fleming, 1881-1955) 、「モーション・ピ
1 堀内敬三・井上武士編『日本唱歌集』岩波文庫、 1971 年。
2 
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クチャ(映画) J の発明者デ、イクソン (William Kennedy Laurie Dickson, 1860-1935) 、最近
では携帯という形にはなりましたが日常生活の必需品である「電話」の発明者グラハム・ベル
(Alexander Graham Bell, 1849 -1922) 、史上はじめて f動く物体をテレビで遠距離放送」し
たジョン・ロジー・ベアード (JohnLogie Baird, 1888-1946) 、インターネットの普及で少し
影が薄くはなりましたが、情報の遠方への送信を行う「ファクシミリ J の発明者アリグザンダ・
ベイン(Alexander Bain, 1811-1877) 、「ガス灯J の先駆者ウィリアム・マードック (William
Murdoch、綴りは Murdock とも、 1754-1839) 、電話と並んで、現代生活に欠くことができな
い自動車に使用する「空気入りタイヤJ の開発者ジョン・ボイド・ダンロップ (John Boyd 





(Leonardo da Vinci，本名 Leonardo di ser Piero da Vinci, 1452-1519) を主張するイタリア
版自転車誕生説があるようです。 2 つ目はフランスに起源を求める考えです。 18世紀の末、フ
ランスのシブラック伯爵が「セレリフェーノレJ を発明したと言う説。これはハンドルのない二
輪車だったと言うことです。 3 つ目は、イギリス版自転車誕生説です。 1839年にスコットラン























Kingdom) を構成する「国J (country) のひとつです。 1707年の合邦法によってグレート・ブ
リテン王国が成立するまでは、独立した王国(スコットランド王国)でありました。












干古いのですが、概念を得るには十分と思います3。面積は78， 133平方キロで、北海道 (83 ， 452
平方キロ)より少し狭く、人口 512万3千人も北海道 (568万3千人)より少し少なく、円換算年
GDP は、 12兆2， 104億円で、これも北海道 (19兆6 ， 763億円)に足りません。一人当たり GDP も、












3 柵木勝彦、「スコットランド、の分権改革に関する調査研究報告書J (平成15年 3 月)
4 9 世紀半ばにアルバ主国の始祖マカルピン王が、アーガイルから持って来させた石で、彼の後継者はこの


































宮殿の隣につくられた仮議事堂に会し、以下の宣言をもって開会した。 11707年 3 月 25 日以来、一時的に中断
していたスコットランド議会を、ここに再開する J (Wiki.) 、と。






岩倉使節団(し、わくらしせつだん)とは、明治 4年11月 12 日(陽暦では1871年12月 23 日)か




















ドン大学ユニヴ、ァーシティ・カレッジなどに留学した「長州の 5 人J (井上聞多(馨〉、遠藤謹助、






2006年、第 l 章特に 16 ， 18 , 21 , 24 ページを参照。
9 この点、田中、前掲書、 40 -46 ページを参照。





















車などの力は4， 400万人分の労働力に匹敵し、蒸気機関の馬力は人口 11人につき 1 馬力である。
フランスはイギリスより国土は大きく経済力も豊かではあるが、機械力を併せて考えるとイギ
リスにおおいに劣るとし、う。 J 現代語訳②、 4 ページ、岩波文庫②、 22 ページヘ
ただし、その相違のよって来たるところは、才能の差によるものではない。科学の発達を前
II 北 正巳『国際日本を拓いた人々』同文館、 1984年、 36 ページ。また、経済学者ジョン・スチュアート・
ミル (John Stuart Mill, 1806ー 1873) の友人であった、ロンドン・ユニヴァーシティ・カレッジのアリグザ
ンダ・ウィリアムソン(Alexander W. Williamson, 1824 -1904) 宅に下宿していた伊藤と井上とは、半年あ
まりの滞在を中断して1864年に帰国したが、山尾は残留 3名のリーダーとして勉強を継続した。山尾は 1866
年秋にスコットランドの造船所に入札工学技術を学んだ。さらに、夜は夜学のアンダーソン・カレッジで
学び、明治維新直後に帰国、明治 4 年4 月、その年の冬に米欧使節に出立する伊藤とともに、「工部大学校建
設の建議j を提出した。他方で伊藤は、使節団の副使としてイギリスに歩を進め、工部大学校の教師採用の
ためにスコットランドに到来するが、その候補者が、山尾の同窓生でダイヤーとなったのである。北 正巳、
前掲書、第 2 章「山尾庸三とへンリー・ダイヤーJ の第 2 節、とくに43ページ参照。また、チェックランド『日





の呼称ではない、と断っています。現代訳②、 4 ページ、岩波文庫②、 22 ページ。
13 チェックランド、 76 ページ。
14 田中、 97-99 ページ。

























盟並豆生 7 月 3 日、ボストンからリヴァプー
ルへ、約10 日間滞在して、 7 月 13 日ロンドン
へ移動。








盟並旦~2 月 17 日にパリを立つ。フランスは、
立之旦盟主。
2 月 17 日からベルギーに、 1 週間滞在。
2 月 24 日には、ロッテルダム経由でハーグへ。
ハーグには、約10 日滞在。
3 月 7 日には、 ドイツに向かう。 3 月 9 日か
らおよそ、 3 週間ベルリン滞在。
3 月 28 日から、ロシアn セントベテルスブル
グで、 2週間
4 月 14 日ベテルスブルグからデンマークへ。
(木戸帰国)デンマークには、 5 日開。
4 月 18 日コベン発、 23 日スウェーデンへ。
スウェーデンには 5 日問。
4 月 29 日、スットクホルムからリューベック
経由で、ハンブルグ 5 月 1 日。 ドイツには 7
且盟壷室。
5 月 7 日ミュンへン発、ヴェロナ経由でイタ
リア。
5 月 9 日、フローレンス着、約24 日間滞在。
6 月 2 日、ヴェニス発。
6 月 3 日、ウィーン着。オーストリアには10
日間。
6 月 18 日ザルツブルグ、ミュンヘン経由、
チュ}リッヒ着19 日。
スイスには、 1 ヶ月滞在。
7 月 15 日、ジュネーヴ発、同日リヨン着。フ
ランス滞在 5 日間。
7 月 20 日、マルセーユから帰国。
7 月 22 日、ナポリ。






























16 井上、前掲書、 13 - 20 ページ。
17 チェックランド、前掲書、 40 - 41 ページ。
18 井上、 18 ー 20 ページ。フランス人が多いのは、造船寮・製鉄寮・制作寮で、いわばイギリスとフランス
の分業関係が成立していました。























ネクションの中で、ウィリアム・ジャーデ、イン (William Jardine, 1784-1843) とジェイムズ・
マセソン (JamesMatheson, 1796-1878) が設立した。上海のスコットランド系商社ジャーデ、イ







21 中山、前掲書、 80 ページ。
22 中山、前掲書、 75 ページ。
23 北正巳、前掲書、 21 ー 22 ページを参照。
10 
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グラヴァーの貢献は、本業外の面にも見出されます。 1863年、長州藩の山尾庸三たち 5 名の
若者が、マセソン商会の船で横浜から密航しました。ロンドンにたどり着いた彼らは、ジャー


































日本政府の照会を受けたエディンパラのスティーヴンソン兄弟社(R.&T. Stevenson Brothers 
Co.) からの情報を得て、日本に赴くことになりました 280 このスティーヴンソン兄弟社のひと












27 チェックランド、前掲書、 14 ページ。































Gordon) の後任であったグラスゴウ大学工学教授マクウォーン・ランキン (Willaim John 





























工部大学校の課程は、 1 ・ 2 年基礎履修 3 ・ 4年午前英語による講義、午後赤羽工作









32 チェックランド、前掲書、 66 ページ。
33 チェックランド、前掲書、 64-65 ページ。
34 チェックランド、前掲書、 90 ページ。
35 チェックランド、前掲書、 67 ページ。
36 チェックランド、前掲書、 54 ページ。
37 チェックランド、前掲書、 66 ページ。
38 チェックランド、前掲書、 92 ページ以下。また、ダイヤーについては、三好信浩『明治のエンジニア教育
一日本とイギリスのちがいー』、特に第 1 章「ダイヤーの実験 日本へのかけ橋 J を参照。
39 北正己、前掲書、 119 ページ。
40 北、前掲書、 98 ページ以下。
14 
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キャサリン・イネス (Katherine Innes) を母親として、 1856年にエディンパラで生まれ、工
業専門教育を受けた後、水力・機械技師の下で 5年間の修業をしてからロンドンに出て、当時



























彼は、英国の写真雑誌に、小)11一真 (1860-1929) 、鹿島清兵衛 (1866-1924) を紹介しましたが、
この時の日本との連絡員が幼なじみの推理小説家コナン・ドイル(Arthor Comin Doyle, Arthor 
Ignatius Conan Doyle, 1859-1930) でありました。 1891年、濃尾地震が起こった際に、この
写真技術を活かして、ミルンとともに現地で本邦最初の断層写真を撮影したのも彼でした 430
ノ〈一トンは、 9 年の任期を勤めた後、日清戦争の結果割譲された台湾の公衆衛生の向上にも
貢献した後、帰国準備の途中、マラリアと赤痢に擢り、 1899年 8 月東京で没しました。
ノ〈一トンに関係するもう一つのエピソードがあります。 1862年、福沢諭吉 (1835-1901) は
日本人西洋訪問団の一員としてロンドンに滞在していた折、セント・ポール寺院近くのエディ
ンパラの出版社W&R. チェインパーズ書店で、 Political Economy, for Use in Schools, and 
for Private Instruction , 1852 W政治経済学、学校および個人教授用』などを購入しました。福
沢自身が認めているように、『西洋事情外篇』における経済学に関する叙述の一部は、この書物
に基づいていたのです。しかも、この『政治経済学』の著者は、今紹介しているパートンの父、
















43 チェックランド、前掲書、 152 ページ。


































































46 高橋哲雄『スコットランド 歴史を歩く』の第 7 章 r(実)の世界をつくる人びと」が参考になった。 18
世紀のスコットランド固有の経済発展と経済学の成立との関係と言うテーマについては、田添京二、山崎怜
氏らの見解がある。例えば、田添京二『サー・ジェイムズ・ステュアートの経済学』八朔社、 1990年、後篇





『現代語訳 特命全権大使米欧回覧実記』が、慶慮義塾大学出版会から、 2005年に 5 冊本で出版。
三好信浩『明治のエンジニア教育 日本とイギリスのちがい一』中公新書、 1983年。
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